
〔ⅩⅠⅠⅠ〕運搬荷役機械及びエレベータ

MATERIAL HANDLING

EQUIPMENTS AND ELEVATORS

概 説

Introduction

荷役設備の増墟ほ各種工業の能率化に不可欠のもの

で､従って28年産も各方面からの需要多く､各種のもの

を製作した｡特に製鉄所の合理化に伴う設備と､

発用附帯設備が顕著である｡

起重機でほ戦後最大の記録的

源閃

品たる丸山発電所用

400tを始め220t,200t及び100t等多数の天井担重機

を発電所機許設置及び修理用として納入し､一方ケ←ブ

ル起重機ほダム建設用とLて上椎葉その他に容量13.5t

を始め数台の設置を見た｡他方鋳鍋起 機を始め鋼塊起

`重機及び新製品である 26t カバ←キャリジ等の製鋼用

起重機を富士 鉄及び日本鋼管等に納め､又陸揚及び構

内荷役増強に150t/brマントロリ式橋形 重機､150

t/br陸揚機及び5t水平引込起重機その他を納入して

生産増強の一翼を担っている｡

新製品として川崎製鉄へ200t/br ディストリビュー

タを納め貯蔵場用輸送設備として-一一=の方向を示した｡

又標準型ショベルの本体を利用したキャタピラクレーン

数台を製作したが､その自由な機動性のため重宝に活用

せられている｡

巻上機では新 納高炉巻

上装置がある｡新設千葉製鉄所の第1号熔鉱炉用のもの

で､バケット付斜塔式で自動 転をなし好調裡に稼動中

である｡その他北海道炭砿のスカフォrド巻､ 離運

接で記義拍勺な150HPエンドレス巻､及び従来の経験を

生かして頑丈で､分解修理の容易な新型 20HP ASD

〔ADD)型小型巻上機等炭砿は勿論それ以外の分野に放

ても相当の納入を見た｡

第1図 400tx17.5m 天 井 起 重 櫻

Fig･1.400tx17.5mOverheadTravellingCrane

ホイス1､に就いてほ多年の改良に引続いて､機種に就

いても再検討を加え､製氷用ホイスト､ジブクレン旋回

用定置型ホイス ｣!ホイスト､微速電

動トロリ等の新機種を加えた｡

又新建築ビルディングに絶対不可欠のェレべ←タは､

新丸の内ビルディング始め各所に納められたが､輸送能

率の向上のため昇降速度が高められ､患者用､貨物用の

エレベータに対しても例外なく 開閉装置がつけら

れるようになり､制御方式も高度に自動化された蕃が特

記される｡

起 重 機
Crames

天 井 起 重 機
OverIlead Travelling CraneS

日本の記録品である関西電力丸山発

17･5m始め北陸電力神通川第一発

東北 力本名発

所納400tx

所納220tx15.8m,

所納200/20tx15m等発 所用の大

形起重機を始め一般工場用のものも多数製作した｡

丸山発電所納400t,神通川第一発 所納220tは共

に単クラブ複フック式の新形の発電所用起重機であり､

本名発電所納200/20tはフック部分を特殊構造とした

ものである｡

グラブバケツ1､付天井起重櫻はセメント工業の好況に

伴い多数受話した｡中でも秩父セメソ†へ納めた巻上荷

貢14tのものほ天井起重機としては最大級のものであ

る｡グラブパケヅ†付天井起重掛･ま更に種々の改良を施

したので一段と性能が向上した｡

以下新形のもの及び改良したもの等に就いて簡単に紹

介する｡

第2図 400t

Fig.2.400t

天 井 担 重 機 ク ラ ブ

Overhead Travelling CraneCrab
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関西電力丸山発電所約400tx17･5m天井避重機

本磯は関西電力が肢阜県木曾川水系に建設中の丸山発

電所に据付けられ､発電機､水草及び各種補機の据付並

びに補修用に使用される巻上能力400tの日本記録品で

ある｡

本機は車クラブ複フック式の新形天井起蚕機(第l図

参照)であり､第2図に示す如く一つのクラブの上に巻

上能力200tの2組の巻上 置を配置し､これ等2粗の

置はそれぞれ巻上能力200tの吊金具を備えてお

り､単独に又ほ同時に運転することが出来るようになつ

ている｡同時運転の際の各電動機固有の特性のズレは

動機の両軸をクラッチにより連結して防止しているの

で､両吊金具は同じ速度で上げ下げ

の際はこのクラッチを切れば艮い｡

る｡単独運転

独運転及び同時運

転の切換は油圧押上機を使用してクラヅチの着脱をする

ようにし､運転室内より切換開閉器によって操作出来る｡

トり いので特に運転室と反対側の巻上装置は手動ク

ラッチによる通巻切換装置を設け50t までの荷重を速

巻で吊ることが出来るようにし､作業の能率化を計って

いる｡巻上装置にほ機械ブレーキ､電磁プレ←キのほか

に押上機による速度制御用の特殊ブレーキを併用してい

るので速度を自動的に微細に制御することが出来据付作

業に便利になっている｡吊金具は二股構造で短冊形の金

具を使用することにより発 機のスパイダーを直接吊る

ことが出来る∴運転室は好評を博しているラ←メソ張出

形.なので視界が非常に良い｡走行ブレ←キは油圧式ブレ

ーキを採用L七ので作用が円滑確実である｡起貢機の幅

が広く行動範囲が小さいので､主桁下面に5tモノレ←

ルホイス†各1台を備え軽いものの運搬に便利になって

いる｡この400t天井起重機の下を7.5t天井起重機が

走っているので両横が互に接近し交叉する間自動 号装

置が鳴り続け運転手に注意を与えるようになっている｡

北陸電力神通川第一発電所納220tx15･8m天井逆重機

太機は前記丸山発 所納400t天井起重機と同じく単

クラブ複フック式であり(第3図参照〕､構造は大体同じ

であるが､ 置は2組共手動クラッチによる速

換装置を備えていて(第4図参照)それぞれ40t迄の

軽荷重を高速で巻上げることが出諮る｡給油装置は手動

式ファーパルグリスポンプを使用する集中給油方式なの

で確実容易に給油が出

東北電力本名発電所納200/20tx15m天井起重機

本機は27年度に同社片門発電所に納入したものと同容

量の巻上能力を持つ発 大形天井起重機である｡

本機の特長ほ弟5図に示すようなフックの鈎の軸部を

中空にした特殊フックを使用している｡従 カプラン水

串のランナを吊る場合ほフックの鈎を別の吊金具と取替

評 論 第36巻 第1号

第3図 220tx15.8m

Fig.3.

天 井 起 重 機

220tx15二8mOverheadTravellingCrane

第4図

Fig.4.

220t 天 井 起 重 機 ク ラ ブ

220t Overhead Travelling Crane Crab

えていたが､これにほ相

当な時間を要し不便であ

る｡又普通のフックでラ

ンナを直接吊るとランナ

プレ←ド操作ロッドのた

めランナの上りが悪くな

る｡本フックは他の吊金

具と取替えることなく､

又操作ロッドを中空部に

装入することによってラ

ンナを直接吊ることが出

来るので吊金具取替えの

不便がなく､且つランナ

の上りが良くなる利点が

ある｡(新案申請中)

禰巻装置には機械ブレ

ーキ､電磁ブレーキのほ

かに特殊ブレーキを併用

して速度制御を行ってい

る｡
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第5図 200t フ ッ ク

Fig.5.200t Hook
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第1表 昭和28年度 に 作 し た100t以上の天井過重棋院略仕様
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秩父セメント網14tx18.593m

グラブバケット付天井起塞槻

木機はグラブパケーソト付天井起重機と

巻上荷重である14t(掴量石灰石6t〕

のである｡
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しては最大級の

の容易を持つも

横行､走行用ホイルほ重負荷形に使用Lて非常に好調

な横間式ウェスト軸受とLたので修理点検が頗る容易に

なった｡グラブバケット付天井起茸機は取扱物の関係上

非常に 挨の多い所で使用されるため歯車やホイルの臍

耗が甚しいので､これを防ぐため歯瑠は全部蘭画を高周

波燥入を施しギヤボックス或は密閉形のギヤケ←スに入

れ､ホイルほ鉄面に焼入を施した｡

給油装置は実中給油方式とし確実容易に給油恥来るよ

うにした｡
√
】
】
1
】

12

15

28.5

0.9 30

2.6 20

10 10

20 30

200 60

7タββ7

二::こ､､

東 北 電 力 r 北 陸 電

本 名 PS.=押通川筋1
200/20t r 220t

200

20

16

20

]5

0.85 50

6 30

10 20

20 50

200 50

なお28年度小に

15.5

閑丸力PS 西 電 力
山 PS.

400t

12.8

15･8+ ‥ 17･5

j220t(110tx2Jj400t(200t)く2)

l語…(笠蔓芦21の品書芸■至芸0×23.2

10 20

F
lO 40

2…:≡:l2;:1::5tホイスト×2付
(桁下面走行ノ

作Lた100t以上のものの概略仕様

は第l表の通りである｡

第6図120/20tx13m 天 井 起 重 機

Fig.6.120/20t Overhead Travelling Crane
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第7図 14tx18.593mグ ラ ブ バ ケ ット 付天井湛重機

Fig.7. 14tx18.593m Over Head Travelling Cranewith Grab Backet
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製 鋼 用 起 重 機

Varions Cranes for SteelWorks

27年度八幡製鉄納165t鋳鍋起重機に引続き､28年度

は140t鋳鍋起重機を富士製鉄(広畑)に納入した｡そ

の他川崎製鉄(千葉)に容量175tのものを目下製作中

である｡

次に鋼塊起重機でほ日本鋼管(川崎)納15t 2台､富

士製鉄(釜石)の既約晶12t のもの2台を改造補修を

行った｡

この改造作業には運転手を高熱作業から防ぐために′ト

容量の冷房装置も取付け目下試験中である｡

新製品としては均熱炉用カバーキャリジ3台を製作し

た｡2台は富士製鉄(室蘭)他の1台は(広畑)に据付

けられて､それぞれ稼動中である｡

140t鋳鍋吉担重機

本機と同じ容量の起重機を昭和16年に4台納入した

が､更に1台増設されたものである｡仕様は全く既約品

と同一であるが､各部構造は八幡納165t鋳鍋起重機の

箆験により計画製作されたが､各部の磨耗部品や運転室

廻り等は極力既納品との互換性を考えて設計し､重量的

にも相当軽減する事ができた｡これほ主として熔接構造

を採用したためである｡

仕

形 式..

主 ク ラ ブ

重.

様

…‥M形

.140t

程.………………….,13.6m

上…………‥3n/min125kW

..‥..30m/min
40kW

..25t7m/min50kW

巻,..
..5t15m/min20kW

:､∴‥･

間.‥

行‥.

源‥.

‥‥...AOm/minlOkW

‥17.8m

‥‥...60m/min125kW~

‥‥.‥.‥...‥220V
60⊂b

走行軌条……………………74kg

15t鋼塊起重機

日本鋼管(川崎〕の製鋼工場及び分塊工場に径間20m

及び25mのものが各1台宛据付けられたが､ガrダ部

分が異る外､殆ど同一の構造である｡木機は27年度富士

鉄(室蘭)に納入した15t銀塊起重機の実績をいか

し､更に旋回竪軸上部の歯専横構を全部クラブフ←レム

上面に取付けて点検が便利なように製作された｡

主な仕様は次の通りである｡

第36巻 第1号

第8図140t鋳鍋超重機

Fig.8.140t Ladle Crane

第9国 15t鋼塊起重機

Fig.9.15t Stripper Crane

巻 上 荷 貢‥･
‥‥‥‥･‥15t

径 間‥‥
‥･20m(25m〕

揚 ㌍.
‥7.1n(8.7m〕

走 行 軌 条….
.･‥･57kg〔74kg〕

電

巻

横

旋

瀾

走

源..‥.
‥…200V50`b

上...
...13.5m/min125kW

行…………40m/min 30kW

回.......…‥‖5r.p.m.15kW

み.,..…..."‥5r.p.m.60kW

行…………100m/min 75kW

カバー キャリ ジ

製鋼工場の近代化に伴い､分現工場用の均熟炉は従来

の構造から能率的な新らしい形式に変更されて来て､本

機もこの新らしい均熱炉専用の炉蓋取り機械として製作

された新製品であり､富士製鉄(室蘭)に2台､(広畑)に

1台を納入した｡

木機は銀塊起重機と鋼塊運搬串と共に緊密な操作を行

い､鋼塊の出し入れ毎に炉蓋を開閉するので､運転中は

相当に高頻度の使用率となる｡また高温にさらされるの

で､その性能及び構造も特殊な注意を払わねばならない｡
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第10図

Fig.10.

カ バ ー キ ャリ ジ工場内組立

CoverCarriageCompletedinFactory

次に炉慧を開いている問は､炉の 料弁を自動的に止

め､炉と蓋の合わせ目にはサンドシールがあり炉体が煉

瓦であるために､蓋の上げ下げ及び木機の停止位置に

は､相当精密な

の範開が広く､

する｡

転を要求され､日動運転及び遠方操作

特殊のインタロックや制御装置を必要と

一般に均熟炉は2列或は3列とならんでいるが､木機

ほその全部の列をまたいで据付けられ､炉の両側に敷設

された軌条上を走行する｡軌条は炉体の熱膨脹により狂

うから調整できるように取付てある｡炉の列が2列用か

3列用かにより､2組または3組の炉善政り装置を備え

ているが､その必要な列の炉蓋のみを操作して同時に他

の列を操作する はない｡

炉苦1組にほ4箇の吊金具が付いているが､本機の蓋

取装置を下げの状態にして炉の中央に走行して停止すれ

ば､炉蓋の吊金具は正しく本機の引掛部にはまり込み､

次に上げの状態にすれば炉蓋を徐々に持上げて走行出来

るようになる｡次に克行に移り､銅塊起重機が鋼塊を出

し入れする間､その作業の邪魔にならぬ位置に炉蓋を吊

った儀の状態で待機しており､起重機の作業が終れば炉

中央の位置に戻り蓋を卸して炉からの熱の影響の少い所

に次の作業まで待避して1回の作業が終る｡

蓋取り装置は 動機からウオ←ム､正歯車減速装置を

糸至て､エキセントリックを回転しその下部に連結したリ

ンクの運動により引掛部を上下する｡炉蓄は形鋼に耐火

煉瓦を積んだものであるから､特に開閉及び走行による

衝 を与えないように上下方向の始動停止にはユキセン

トリックの死点を利用し､水平方向の振れはばねにより

衝撃を緩和する構造を採用している｡

第11図

Fig.11.

カバーキ ャリ ジ

Cover Carriage

第12医1

Fig.12.

26t カバーキャリ ジ

26t Cover Carriage

走行装置ほ電動機により全車輪の半数を駆動するが､

1段目にはウオ←ム減速装置を用いて特に静粛な運転を

行う事が出来る｡年輪はテ←パ付両鍔形として自動調心

を行う構造である｡

次に炉蓋開閉時に炉内からの高温ガスにさらされる部

分及び銅塊台車による隔射

板で保静されている｡

室蘭に

を受ける部分等は特に防

付けられた2台は直流電源による機上運転室

操作で吊上及び走行にほ発

広畑に納入の分は交流 :源

制動を併用している｡

による遠方操作で炉の計器

室前の固定運転台から本横を任意に運転する事が出来

る｡共に開閉と走行が同時に運転出来ないように制限開

閉器でインタロックしている｡

仕様ほ次の通りである｡

室蘭製鉄所納

形

力

径

揚

吊

.′ヽ

式=………‥.2列形運転台操作

← 自重‥‥….

聞‥‥

‥....26t

‥.9.45m

程.,....‥.
.....180mm

上‥....……....7sec20kWx2
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走 行 軌

行 荷重時.‥,20m/min15kW

無荷重時…･40m/min15kW

粂…………………･37kg/m

源‥...

広畑製鉄所納

形

力

径

揚

吊

走

ノヽ
■~

.‥D.C.220V

式....…...‥‥‥3列形遠方操作

自重……………………‥26t

間………………‥13,870mm

程...
‥‥.....‥180mm

上…‥"‥‥.‥ 5sec3×20kW

行 荷重時･.‥20m/min15kW

無荷重時...AOm/min15kW

走 行 軌 条‥.
‥‥･‥‥t･‥37kg/m

電 源…………‥A.C.220V60⊂ウ

ジ プ 起 重 機
Jib Cranes

28年度ほフック付でほ興国人柄(佐伯)に納めた3tx

6m,住友化学(新居浜)に据付けた2txlOmのジブ起重

機を製作したが､共に固定形で埠頭荷役に使われている｡

次にバケツ1付としては国鉄高島駅に納めた 5t(容

量 2t)×12m 高脚ジブ､関西 力(飾磨)約で 3.7t

(容量1.7)×10mの灰処理用2台を製作した｡

飾磨発電所用のジブほ沈澱池の中の灰を隣設ホッパカ

ーに投入するもので､高頻度運転のため小容量バケット

付ジブとしては従来の方式と異り､操作ほ全部主幹制御

暑封こよるもので､ 下時ブレーキにほ逆相制動を併用し､

各配電盤は総てキャビネット内に収められている｡また

巻上用制御器中にバケットのクラッチブレーキ操作開閉

審を組込み､1本のハンドルで巻上と開閉動作を行う事

が出来るように改良されている｡

キャタ ピ ラク レ ー ン

Caterpi11ar Cranes

UO6-GK型石炭バケット付キャタピラクレーン

従来石炭の陸揚及び貯採炭にはその大部分がレ←ル走

行又ほ固定型の起重機が使用されたが､近時これに代つ

て各所に無限軌道式の所謂キャタピラクレーン或はタイ

ヤ走行式のトラッククレーンが登場して来た｡即ち28年

皮にほ1tバケット付キャタピラクレ←ンを大阪瓦斯に

2台､八戸港運に1台(以上何れもコニこ/ヂン式)又2tバ

ケツ†付のもの( 動様式)を川崎製鉄千葉工場に1台

納入し､何れも頗る好

壊と同 ■J■

に稼動しており､UO6 型掘削

を博している｡普通のレール走行式起重機

に比較してキャタピラクレドン及びトラッククレーンは

次の特長を有す｡

(1〕走行レールの敷設の必要がない｡

第13図 1t 石簾バケット付キャ タ ピラク レ

ソ UO6一-GKlO

Fig.13.Caterpi11ar Crane withlt Grab

Bucket,Type UO6qGKlO

〔二2)行動範困に制限がなく随時随所に移動して荷役

作業が出来る｡

(3)原動機はエソヂンが普通便用されるから電源用

電力設備の必要がない｡ 動機を使用する場合はキ

ヤブダイヤケ←ブルにより給 する｡

(4)フヅク､バケットの取換は勿論容易で､そのフ

ロントを交換してショベルにすればバケットでほ掴

み困難な大塊の鉱石､石灰石等も容易に掬い取るこ

とが出来る｡

(5)以上の長所がある反面､動力が原動式で､各動

作ほクラッチの切壬如こより行われるため､ウインチ

の構造ほ多少複雑となり､保守に比較的i主意を要

す｡

これらの特長を十分考 して計画使用するならば必ず

満足な使用結果をもたらすもので将来益々斯界に進出す

るものと信ずる｡

水 平 引 込 起 重 機

LeYelI｣Ⅶ]阻ng Cranes

28年度の7k平引込起重機はダブルリンク形を6台納入

したが､主として陸揚用に使われるものが多い｡

取扱物は石炭､鉱石､岩塩等であるが､全部ボクスウ

インチ式の巻上装置を備え､1台を除き走行形である｡

9tx25m水平引込起重機

9tx25m水平引込起重機2台を川崎製鉄(千葉)に納

入した｡

本機は千葉製鉄所埠頭に2台据付られ製鉄原料の陸揚

に使われているが､鉄鉱石､石炭を処理するため､グラ

ブ､ポリヅプ､スキップバケットを自由に取替て使用す

る｡木機は長大な半径を利用して本船からの荷役を行う

が､掴んだ原料は下部走行桁部分に備付のホッパに投入

して連続陸揚を行う構造である｡



昭和28年慶に於け る

第14図 9tx25m水平

Fig.14.9tx25m Level

引 込誕重機

Lu伍ng Crane

第15図 5tx25m水平

Fig.15.5tx25m Level

仕

巻 上

旋 回

湯

巻

開

引

旋

5tx25m

5tx25m

引 込起重機

Lufhng Crane

垂……………………….9t

半 径………･最大25m,最′ト8m

程…………………‥..‥28m

上." ‥ 64m/min150kW

閉‥･

込‥.

回.‥

源...

64m/min 50kW

64m/min 20kW

l.25r,p.m.30kW

.A.C.400V
50⊂b

水平引込起重機

水平引込起重機を八幡製鉄に納入した｡本

機は構内貯炭場用で引込線一線またぎの走行形ポータル

付で貯炭場と貨車との連絡荷役に使われている｡

仕 様

巻 上 荷 重‥‥…
.5t

グラブバケツI容量 石炭‥.
..‥.2.5m3
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第16図

Fig.16.

旋 回

揚

軌

巻

開

引

旋

走

ク ラ

5tx22.5m水平引込起重機

5tx22.5mLevelLu餌ng Crane

半 径‥‥‥‥‥最大25m,最小9m

程‥.

条.‥

上‥‥･･･‥‥60m/min

閉t………….50m/min

込…･‥･‥･‥..70m/min

回…………‥ 2r.p.m.

行‥･
‥‥.‥30m/min

‥.13m

.50kg

75kW

30kW

15kW

30kW

30kW

電

5tx22.5m

5tx22.5m

ン プ…………………,3kWx2

源‥.
‥‥A.C.200V50⊂b

グラブバケット付水平引込起重機

グラブバケット付2台を宇部曹達に納入

したが､太機は埠頭荷役用でバケツ†及びフック兼用で

ある-｡

仕 様

巻 上

旋 回

揚

巻

開

引

旋

竃

荷 重……………………….5t

半 径･‥‥‥.最大22.5m,最小7m

程…………………… 21m

上……….....64m/min75kW

閉…………..64m/min30kW

込…....…...64m/minlOkW

回‥‥

源‥‥

上記種額3は共に操作

..1.5r.p.m.15kW

………440V
60亡b

己源は直流を使用した｡

4･5tx20mグラブバケット付水平引込起重機

4･5tx20mグラブバケット付7k平引込起重機を中国

電力小野田発 所に石炭陸揚用として納入した｡本機ほ

固定形でコンベヤ用のホッパに陸揚するものである｡

仕 様

巻 上 荷 重…..‥‥
‥.4.5t

旋 回 半 径………･最大20m,最小7m

揚 程……………………17.5m

巻 上…‥..…….64m/min75kW
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電
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閉…………‥朗m/min30kW

込…………‥64m/minlOkW

回…………‥1.5r.p.m.15kW

源………………‥220V60qフ

倍水平引込起重機でバケット付の荷役は相当頻度が高

いために､歯革質は総て表面硬化処理を行い耐摩耗性を

与えている｡主幹制御器ほカム形で出来るだけユニバ←

サル式に組合わせて使用するために運転が軽快で簡単で

ある｡次に半径位置指示にほ引込装置と運転室間をセル

シソで連絡して標元する方式を採用している｡

橋 形 起 重 機

Bridge Cranes

8tマントロリ式橋形起重機

本機ほ八幡製鉄所に納入､同社焼結工場で使用される

もので政扱う処理物ほ硫酸揮､砂鉄､ガス灰､粉鉱等多

種類に亘っているため､設計上種々の考慮が払われ日立

製作所多年の経験と技術を網羅した最新型の橋形起重機

である｡その主な特長並びに仕様ほ次の通りである｡

第36巻 第1号

(1)マントロリ巻上装置は等容量二電動式とし､構

成は所謂ブロックシステムを採用した最新型の巻上装置

で分解修理が便なるようマントロリ内に非常にコムパク

トに配置してある｡制動装置には逆相制動を併用して動

作を確実にすると共にライニソグの磨耗を少くした｡

(2〕マントロリ横行装置ほ草軸の曲げの影響を受け

ないように種々配慮してあり､特に斜行に対しては片フ

ランジテーパ付専輪を使用すると共に専輪軸受ガイド部

分に特殊設計を行い､据付完了後も容易に両帝軸の平行

度を 整出来るようにしてある｡

(3)運転手の不注意で制御器が全速のまゝに放置き

れるような事があっても､桁両端部に設置された絶縁ト

ロリを通過すると自動的に逝相制動が作用してマントロ

リは停止するようにしてある｡

(4)レ←ルクランプの重錘巻上装置ほ減速機構を巻

胴内に収めた完全密閉形とし､重錘落下時の加速防止に

ほ電動機を発電機に切り換えて発電制動を行わしめる｡

(5)横行軌条取付には特に留意し軌条の保守交換に

便な構造とした｡

-6.17Cク

l
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第17図 8t マ ント ロリ 式橋形産室横断面 図

Fig.17.8t Man Troiley TypeBridge Crane
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能

第18図 200t/br 鉱石田デイ スト ワ ビュ←･タ

仕

力 硫酸揮にて･‥･･･150t/hr

グラブパケりト

閻■■■国∵∴

自

巻 上 荷

試 験 荷

径

‥1.5m3

.‥.‥約4.Ot
貢.‥

..‥.8.Ot

重.‥

間‥

カンチレバ ←

海側有効‥.

陸側有効･‥

揚 程...

軌条面上‥.

軌条面下･･･

巻

横

走

ク ラ ン

走 行 軌

………‥9.6t

上.

...40m

.‥ 5.5m

.‥ 5.5m

‥.13m

‥.10m

3m

60m/min60kWx2

行……......160m/min50kW

行‥‥.‥..‥‥.30m/min75kW

プ‥
‥‥.3kWx2

条‥

手原...
...50kg/m

.‥400V
60⊂b

貯 採 炭 設 備
CoalStorillg and Reclaiming Eq11ipment

ディ ストリ ビュー タ

今回新製品デイストリビ.1一夕1台をバ

鉄所に納入した｡

崎製鉄千

本機は岸壁から陸揚され､節分室で破砕､節分された

10～65mm塊の鉄鉱石を､受入れコンベヤから り､貯

鉱場に左右2列に逆Ⅴ形に堆積貯鉱する目的に佐用する

もので､従 同じ目的に好んで

形橋塾起重機に代るものとして､

来性のある製品である｡

月]された長スパンの大

小形で大容量を持つ将

本機ほシングルウイング旋回走行塾で､走行体の上に､

Fig.18.200t/hr Ore Distributor

僻仰可能なウイングコンベヤを備えた旋回体を持ち､こ

れと受入れコンベヤに連絡するトリッパ部分とを､傾斜

コンベヤで連結L･た構造である｡

長さ 230m の貯鉱場の■11央に 方向に設置された受

入れコンベヤ上を走行し､同コンベヤ上の塊鉱石を連子

トリヅパから受け､傾斜コンベヤを潅てウイングコンベ

ヤにほ左右何れか一方の側の貯鉱尉こ撒布するものであ

る｡

ウイングコンベヤの傭仰範囲ほ先端の高さで地上2m

～8.8m迄､旋回角度は左石に900合計1800迄可能で

あるから､貯鉱作業ほ極めて容易で､任意の均一な堆積

が得られる｡

筒旋回型であるから､隣接する他の起重機をよける場

合にも､ブ←ムを高く僻仰する必要がなく､機体の高さ

を極力低くして安定をよくしてある｡

仕 概略次の通りである｡

能 力‥.

傾斜コンペヤ..‥‥

ベルト幅...

機 長‥･

傾 斜‥.

‥200t/br
80m/min7.5kW

……‥.800mm

約17m

‥約170

ウイングコンペヤ…...….80m/min7.5kW

ベルト幅.‖

機 長‥,

傾 斜.‥

仰･

800mm

約17m

..+180～-90

…‥ 3kW

回‥∴両側共9001,5r.p.m.5kW

行‥･

行‥.

10m/min7.5kW

.50kg

源………………‥200V50`b

ホッ パ カ ー

川崎製鉄千葉製鉄所に原料炭払出し用としてホッパカ

ーを2台納入した｡
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第19図

Fig.19.

ホ ヅ ノヾ

Hopper Car

水機は2t石炭バケット付

カ ■-

気キヤタ1ピラクレーン

(型式UO6E-GK20)で掴んだ石炭を払出しベルトコン

ベヤに移すために問いるものである.ニ キャタピラクレー

ソの 源ほホ･リバカ←よりとるようになっており､走行

軌条は貯炭用デストリビュrタと共用であるため軌問が

特に広くなっている｡又荷役離率をあげるために高さを

極力低くした｡且つしめった粉炭の流れをよくするため

に電動バイブレ←タを2組備えている｡

本機の主な仕様は次の通りである｡

ホ ッ パ容量……………………20m3

ホッパ大いさ……………………4m角

ホ ヅ パ高さ レール上……………･4m

軌 間……………………‥5m

走 行…..･････20m/min7･5kW

フ ィ
r ダ

能 力‥.

往復動塑ト.

走 行 軌 条‥･

源.‥

.‥150t/br

.5kW

‥‥ 37kg

陸 揚 機

IJnloader貞

.200V
50仁b

150tノhr水平引込起重機付陸揚機

川崎製鉄千葉製鉄所に150t/br鉄鉱石並びに石炭陸

揚用として水平引込 重機付陸揚機を納入した(1台目)｡

本機は橋桁上に固定したバケット付71く平引込起重機を

備え桁内にはホッパーフィ←タ∴ベルトコンペヤ(秤量

横付)及び旋回シュートを右する
L｣台目

てめ極 な陸揚機

である｡従来のものにくらべて種々改良されているが主

な点は､

(1)旋回足踏ブレーキ:王油圧式とし動作の確実を期

した｡

(2)旋回半径インヂケ←タほセルシソモータを使用

し誤差を少くした｡

第20図

Fig.20.

150t/血r 水平引込起重機付陸揚磯

150t/hrUnloader with LevelLufhng

Crane

〔3〕フィーダは運転を止めずストロークを 節借来

る構造にLたので鉱石塊の大きさに応じて適量送る

が出来る｡

(4)修理点検用歩道梯子は使用者の立場忙なって設

計製作してある｡

なお本磯ほ如何なる大きさの鉱石も取扱い得るように

普通形鉱石バケットの外にポリププ､スキップの3種の

バケットを有し､これの取替はゃ㌧-プジョイン一により

簡単に行い得る｡又石炭用バケットも備えている｡

主な仕様は次の通りである｡

型 式.･……………･GLしBqTB

能 力………･鉱石にて平均150t/br

取 扱 物

鉱 石
.2t/m3

石 炭… ･0･75t/m3

巻 上 能 力･

旋 回 半 径･

バ ケ ッ ト

鉱石用容

石炭用容

ポリヅプ容

量･.

量‥

量‥

スキップ容量‥.

.9t

‥最大25m
最′｣＼8m

‥1.6m3

.‥4m3

..1.6m3

….2m3

揚 程…………14m十14m=28m

橋 桁 径 間‥ ･‥ 30m

巻 上...
･‥64m/min150kW

開 閉‥‥‥‥‥‥64m/min 50kW

引 込…･･"･64m/min 20kW

旋 回･･････‥1･25r･p･m･30kW

走 行‥…･･‥‥20m/Injn 60kW

フ ィ
ー ダ‥‥.

‥･5kW

ベルトコンペヤ…. ベルト1mx8P

(メリニソク式自動累加秤量横付)

コンベヤ速度…………54m/min
lOkW
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レールクランプ‥.
‖3kWx2

走 行 軌 条…
‥,74kg

電 源…
……………･400V50〔b

150t仲r水平引込享担重機付随掲機

宇部常連工業に150tノbr原墟陸揚用71く乎引込起重機

イ寸陸揚磯を2台納入し丈,~.｡

本機は走行橋形部分の上に5tダブルリンク式7匡平引

込起重機を固定した型式で､岸壁に設置し7,000t級の

木船より原墟をグラブバケットによりホッパに陸揚し､

レシプロフィーダにより地上のベルトコンベヤに積込む

ものである｡又ロ←プジョイントを用いてあるからフヅ

クと取替え雑貨の荷役も行い得る｡平常は辟作業も多い

ので能 を上げるためにホッパの高さを低くL-た｡

主な仕様は次の通りである｡

型 式･‥ GLL-TB

饉 力…………………･150t/hr

取 扱 物‥

巻 上 荷 豪‥

バケット容

自

l~l.

二浪･･･

重‥.

1
凰
担 訂
･
1
･
ト

ヘ六岩垂

.-.･---i

S
岩
ぺ
＼
･

墟〔見掛比重1.1t/m3)

..…‥5t

‥..2.5t

.‥2.5t

走
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程‥‥.
...‥8m+13m=21m

問‥.

上………‥.64m/min

閉‥･‥
･‥64m/mjn

込‥‥,...‥64m/min

回...
‥1.5r.p.m

行‥.
‥.30m/min

‥ 11m

75kW

30kW

lOkW

15kW

30kW

レールクランプ‥.
.‥‥3kWx2

フ ィ
ー ダ

連 行 軌 条‥‥‥

電 源.

……‥7.5HP

…… 37kg

.‥..440V
60亡b

陸揚機の近代化

製鉄所の設備拡張､改造博樹こ伴い､荷役設備の増墟

が大きく り上げられて たが､当面の問題として既設

荷役設備を最新型に改造して
ヒヒ台目

のそ る計を化 計画が各

鉄所に於て立案実施された｡

上記の計画に基いて各種起重機の改造を行ったが､陸

揚機としては八幡 鉄及び 富ニヒ 鉄(釜石製鉄所)の既納

晶に就いて近代化を行った｡

両者共使用開始以来相当の歳月を経て､機械部分は勿

吸

レワββク

II

′↑
8

J
1

謬て~､鱒

㌔瑚
＼
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転;

も=＼/l

やく髄一 泡
匡

'1

=コ

は.≡≡･･詔訓l＼鴇
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｣
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†
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∵
.
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丁
.

二第21図150t/hr7Lく平引込湛重機付随上磯 Fig.21.150t/hr Unloader with LevelLu氏ng Crane
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論鉄骨部分も可成り損傷しており修理に多大の時間と費

用を要する上に構造上既に複雑な旧式に属する点もある

ので､種々改艮を加え損傷部分は補修して更に能率的な

ものとしたが､何れも目下稼動中で好評を博している｡

各々の改造要点を挙げれば次の通りである.｡

八幡製鉄所柄 5t陸揚機

(1)従来のものは 上､横行を単一電動機で行うた

め機構複雑で､巻上と横行を同時に行い得ず､その

陸揚能力ほ自ら制限を受けていたが､今回は巻上､

横行各装置を別箇に設置L､トロリ装置を補助トロ

リ付日立標準型として巻上､梼行を同時に操作出来

るようにした｡

これに依り構造が簡単になり陸揚能力は増大し

た｡

(2)巻上装置には陸揚磯に最も適した異容量2電動

機式ボックスウインチを採用した｡これに依りグラ

ブ操作は能 的となり､且つ巻下し時にほ逆相制動

を併用して制動時間を短縮すると共にライニングの

磨莱毛を少くした｡

富士製鉄(釜石製鉄所)納 7.5t陸揚機

(1)従来のマグネット操作に依るバケット開閉機を

エキスパンションクラッチを使周した最新型の押上

機式に変更して開閉動作を確実､円滑にL､バンド

クラッチの破損に依る 故をなくした｡

(2〕巻下し時には逆相制動を併用して制動時間を短

縮すると共にライニングの磨耗を少くした｡

(3)巻上､横行用ロープガイドを改艮してロープに

依るロープガイドの損傷を少くした｡

ケ ー ブノし起重機

Cable Cl･anes

27年に引続き :源開発の一翼を担って各種ケーブル起

重機が製作されたが､その概要ほ下記の通りである｡

4･5tケーブル起重機

木板種は戦後多数製作されたが､

標立[口み

化も漸次進

塾として､引続き各方面の需要に応じている｡

28年度ほ郷組(肢阜県角川ダム)､北海道開発局(北海

道桂沢ダム)にそれぞれ納入されたが､両機共従来に比

べ走行はローブ曳行に依る他動式を止め､走行トラック

､駆動部分を有する自走
に変更した｡又桂沢

ダム用ものものは両側走行塾でそのエンジンタワは日立

特許の腰折れ式を採用した｡且つ横行装置は

レス式にした｡

その仕様の概略を示すと次の通りである｡

角川ダム約

型 式‥.

型エンド

‥ FR-SC

論 第36巻 第1号

第22図

Fig.22.

径

揚

巻

横

走 行

制 御

4.5tケーブ′レ湛重機(北海道桂沢ダム)

4.5t Cable Crane

間. ‥ 292m

程…………………‥.80m

上‥.
…‥50m/min

50kW

行…."
...200m/min

50kW

(テ←ルタワ)..‥‥6m/min 5kWx2

方 式‥‥

電

桂択ダム納

型

径

揚

巻

横

走

CF制御

源………………･･440V60`b

式‥.

問‥

程‥

,..FR-TC

‥ 379.8m

64m

上………...50m/min 50kW

行.‥
‥･200m/min

50kW

行

エンジンクワ... ...6m/min
テールク ワ...

...6m/min

制 御 方 式‥･

電 t原‥‥.

5kWx2

5kWx2

CF制御

.400V
50白ワ

13.5tケ ー

ブル起重機

宮崎県上椎葉に放て､我国最初の-7･-チダム建設に使

用されるケ←ブル起重機として､九州電力に13.5tケー

ブル起重機片側走行葦!2台を納入した｡

本税の特長ほ

(1)従来の型と異なり 動機1台にてクラッチ､ブ

レーキの切換操作に依り巻上､横行を行うL式しリ

ソジャウッド式)である｡

(2〕 度制御ほワードレオナード方式を採用し機構

を簡単にL運転の円滑化を計った｡_

(3)パケット位置指示装置ほセルシンモータを使用

し､機械蔓から150m離れた運転室にてバケット

の位置を知ることが旧来る｡

(4〕コンクリートバケットは空気操作式である｡

本機の仕様の概略は次の通りである｡
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型

第23図13.5t ケ ← ブ ル 超 重 機

(宮崎県上椎葉ダム)

Fig.23.13.5t Cable Cranes

仕

式.

桜

‥FRL-SC

巻 上 能 力･‥･
‥‥･13･5t

コンクリ←トミケリ1､容量‥‥ ...4.5m3

径 問……………………490m

揚 程……………………140Im

巻 上 速 度 全 負 荷……‥90m/min

空バケッ ト.‥‥‥120m/min

巻 下 達 度.‖
..120m/min

横 行 速 度………………‥360m/min

ウインチ問電動機.
..300kW

走 行(テトルタワー〕‥12.5m/mjn15】くWx4

なお目下13.5t,25t等の大聖トケ←ブル起重機が続々

製作されている｡ 気品に就いてほ凍誌p.54を参照せ

られ度い｡

空気操作式コンクリートバケット

従来コンクリ←トバケットほゲ←トを人力に依り開閉

する式であったが､上椎 13.5tケーブル起重機に於て

初めて4.5m3 の空気操作式のバケットを採用した｡開

きは打設現場に放て連結器を通し圧縮空気せ圧入するこ

とに依り行い､又閉じは連結器を外し空気潔からの背圧

とばねに依り急速に動作させることが出来る｡

本楼を使用することに依り従来に比べて､その開閉時

間を短縮し且つ作業人員を減員することが出来る｡日下

現地に於て好調裡に 転されている｡

巻 上 機

Winding Machines

炭砿坑内の採炭の機械化､集約化に伴い後方輸 方法

251

第24図 4.5m3 空気操作式コン

クリ･-ト ノヾケ ツト

Fig.24.4.5m3Air OperatedCon-

crete Bucket

の改善が次第に活溌になり､巻上楼も27年度に引続き多

数製作された｡

主なる製品は常磐炭砿柄800HP DD-NPO及び300

kW DDT-NPO,杵島炭砿椚400kWSD-NPOその他

300HP級数種であるが､年寄色ある製品に付き以下に説

明する｡

高 炉 巻 上 機

Winding M~achines for Blast FurnaCe

川鉄千葉製鉄所柄175kW高炉巻上設備

未設備は川鉄千葉 鉄所第1号500t熔鉱炉に鉱石及

び骸炭を装入する設備で､巻上機､斜塔､装入軍等一式

を製作し､28年6月より運転を開始した｡

第25図に示す如く斜塔上部機械室に 上磯を設置し､

斜塔内をバケットを懸垂せる装入革を昇降せしめること

により､鉱石及び骸炭を高炉に装入する設備である｡

第25図

Fig.25,

炉装入設備の 概観

GeneralView of Blast Furnace

Charging Plant
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第26図

Fig.26.

操 作 盤

Operating Desk

第27図 高炉装入バ ケ
ット 巻上横

Fig.27.Blast Furnace Bucket Winding

Machine

すなわち斜塔下部にある運転室に.於て操作用押釦を押

せば､巻上機はあらかじめ規正されたプログラムスピー

ドにしたがい自動運転される｡鋼索の一一端に緊定された

装入草は一定量の鉱石を入れたバケットを鉱石トラック

位置にて腰重し､斜塔を昇り炉頂にて 入を終れば下降

して億変炭トラック位置に空バケットを置く｡

次に骸炭上げの押釦を押せば､骸択を満載したバケッ

トを骸炭Iラック付置にて懸垂し､同様をこ上昇装入後

下降し､鉱石トラ､ソク位置に空バケットを置き停止す

る｡

太機の特長は第2`図に示す如く 転室内に操作盤及び

表示盤を配置し､押釦による1㌔自動

出来る他､手動運転も可能な事である｡又

ても手動運転を行うことが出来る｡

を行うことが

上磯窒に於

本設備の一式並びに仕様は下記の通りである｡

(1)175kW高炉巻上機 1台

型 式

ワードレオナ←ド制御方式甘軌操作

入車鋼索張力･
‥.30,600kg

重量草鋼索張力･‥

チーク7･･′プ鋼索張づJ･

‥ 20,000kg

.10,000kg

巻 胴 直 径

装入軍用.

第36巻 第1号

.‥ 2,500mm

重量車用…
.…1,500～2,700mm

テークアップ用‥‥
‥.2,500mm

鋼 索 直 径

装入車用………………44mmx2本

重量車用………………34mmx2本

テ←クアップ用…………‥25mmx2本

巻｣二 距 離..

巻 上 速 度.‥

(2)装

(3)重

…‥ 71m

...96m/min
動 機……….‖175kW500r.p.m.

入 革 1台 自 重17,000kg

量 草 2台 自 重 20,000kg

(4〕テ←クアップ 2台 自 重10,0001(g

(5)3kWサウンジング巻上横並びに附属設備1式

(6〕ヘッドジープ並びにデフレクションシープ1式

(7)斜塔鉄骨1式

給電気品に就いては本誌p.47,97,100,101,109,

110を参照せられ度い｡

エンド レス巻上機
Endless tIoists

150ⅠIP

本機ほ

エンドレス巻上機及びロープ緊張装置

に於て石灰石輸送用鉱皐の牽引に使

用せられるものである｡輸送距離4,980m,平均勾配

105/で下りは実車､上りほ空車を牽引し1台のエンドレ

ス巻上機による輸送距離の長い点では本邦に於ける記録

品である｡本機に使用せる歯車は総て高周波焼入を施し

すぐれた耐摩耗性を持っている｡又輸送距離が極めて長

いため､ドラムとロ㌧-プ問の滑りを考 しロ㌧-プ緊張装

置を山上のエンドレス巻上機附近及び山麓の二箇所に設

置し､万全を期し､目下好調に運転されている｡

本横の主な仕様ほ次の通りである｡

第28図150HP エ ン ド レ ス 巻上磯

Fig.28.Type EVD Form NBH150HP

Endless Hoist

仁-l
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型

lユ ー･･フ フ

ロ
ー･･･フ

鋼 索

巻 胴

巻 胴

ロr･- フ

式. EVD-NBI-Ⅰ

0

ル………………….8,955kg

度………………‥ 90m/min

直 径.
….30mm

直 径………………‥ 2,700mm

幅‥.
‥.200mm

韓数………………………･4

輸 送 距 離………………….4,980m

高 低 差…………………… 92m

平 均 傾 斜.

旨.

動 機･

電

.‥‥‥.105/

..300t/hr

‥150HP

源……………‥,3,000V50亡う

スカ フォード巻上機
Seaぽ0‡dIIoists

30kWスカフォード巻上機

本懐は北海道択砿汽船夕張砿業所二坑排気竪坑に設置

され竪坑の補修作業等に便｢口せられる車胴スカフォード

巻上機である｡

水機に使用される深度計ほ竪坑深度の変化に伴い自動

的にスカフオ←ドを停止すべき所定の位置を拡大指示す

ると共に保安用制限開閉需も動作する如く考慮された特

殊なものを使用している｡

本機の主な仕様は下記の通F)である｡

型

銅

鋼

巻

鋼

索
胴

巻 込

式.‥
‥.SD-･NPHF

.7,700kg

.6m/min
法….Dl,500×W900×F2,100mm

索……….直径32≠×長さ450m

段 数……………………‥6段

動 機‥.

源.‥

….30kW600r,p.m,

..500V
50凸ウ

第29図 30kW ス カ フ ォ ←ド巻上機

Fig.129.Type SD Form NPHF30kW

Scaffold Hoist

胴 型 巻 上 機

Drum Type Electric Winding Madlines

250kW単Ⅰ洞巻上機

本機は日鉄鉱業釜石鉱業所坑内斜坑人耳巻上脚こ使用

するもので､特に保安系統には慎重周密なる考慮が払わ

れている点で最近の代表製品である｡

即ち､日立製作所に放て､人

も合わせて製作し､人

安用として急救頭を

と巻上機運転手間には

装置を設けて､絶えず連絡を行い､

詳通せしめて､末

転手に坑内

故防止を計っている｡

情を

なお坑内に事ある喝台には党政人草に相当する急救草

に制動をかける皐が出来､この時同時に快く巻上機の非

常制動機と共に適切なる同調制動が行オフれるよう考慮さ

れている｡

巻上機白身の代表的な保安 選ほ次のようである.〕

(1〕非常制動機

週巻過卸遅速の場合は勿論のこと常用制動時にプログ

ラムスピ←ドより遅速の場合で非常制動が快くようにな

っている√

〔2)常川制動機

常戸1]制動機が完全にかゝつていない時は抽入遮断機の

投入が出 ないようインターロ･りクされている｡

〔3〕警報

停止時に於て停止位置を自動的に報知する｡.

又ブレーキシューに就いても磨耗状態を東京すると共

に､危険な程磨耗Lた場合にはブザ←にて運転手に警告

を与えるようになっている｡

次に木機仕様の大略を示す､)

仕 様

,型 式‥‥
‥‥･SD-NPO

鋼 索 張 力(最大〕…………‥乳000kg

鋼 索 速 度･
‥.150m/min

第30図 250kW電気単胴巻上機

Fig.30.Type SD From NOP250kW

Electric Winder
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巻 胴 直 径………………‥ 2,250mm

巻 胴 幅‥, 1,200mm

巻 胴 鍔 径‥. …‥.‥.‥‥ 2,850mm

鋼 索 直 径………………….36mn

鋼 索 長

巻 上 足巨

巻 込 段

電動機容

極

さ(地巻共)…….
.1,200m

難･

数(地巻共).‥,

量.

数.

回 転 数(同期

定 格.

子捜 式‥‥.

最大回転力…

‥500m

‥.5段
250kW

…‥12極
度).…….500r.p.m.

.‥連続
‥ EFU-DY

‥225%以上
電 源………………‥3,00050⊂b

800EP複桐巻上磯

太機は常磐炭鉱湯本砿業所磐崎坑に設置された容量

800HPの複胴巻上機で､先に同鉱業所の住吉坑に設置さ

れた600HP複胴 上磯と全く同一型式のものである｡

本機ほクラッチを設けず従って両巻胴に設けられた制

動洞を単独の制動機によって把握する特異な巻上横であ

る｡又これとは別に 動機側カップリング外周を把握す

る押上機は常用制動時にも作用するよう考

る∴本機の主なる仕 ほ次の通りである｡

されてい

用 途……･‥申坑外設置斜坑炭車巻

型 式..‥‥

鍋 張 力.

不平衡張力.

鋼 索 通

巻 胴 直

巻 胴

巻 胴

鋼 索 直

巻 上 距

巻 込 段

電 動

電

..DD-NPO

‥11,300kg

‥.9,750kg

度‥･
‥.276m/min

径･‥
‥‥2,250mm

幅………………‥1,600mm

径………………‥ 2,850mm

径………………….34mm≠

離‥
‥1,607m

数(地巻共)…………….6段

機……400HPx2台×375r.p.m.

源.
‥3,300V

50⊂b

小 型 巻 上 機
Portable Electric Winches

ASD型20ⅡPIJ､型巻上機

従来のNSD塑小型巻上機に代り､本ASD型小型巻

上機を標準品として製作した｡その特長とする処は次の

如くである｡

(1)分割構造とした｡即ち

モータはフランジモータを採用した｡

滅速ギヤボックスを別に設けた｡

第36巻 第1号

第31図

Fig.31.

ASD型20HP/J､型巻上機

TypeASD20HPSingleDrumPortable

Electric Winch

(2)分解､組立及び点検を容易なる如くした｡即ち

上記の如く分割した構造であるため､各部分毎に大分

解が出来､必要部分のみの分解で他に影響を及ぼさない｡

倍極めて狭い所に設置するときは､この大分解のまゝ運

搬することが出

上記の如き構造であるから､点検が容易である｡

(3)構造頑丈にして､作動が軽快である｡即ち

鋼製フレームにガソテリと取付られたギヤボックス

及び軸受によって､支持されているから､ローププルに

よる力ほ牒軒fiの噛合等に影響を及ぼすことはないから､

静粛な る｡従って寿命が長い.=

総てのベアリングほボ←ル又はロ←-フベアリングを用.

いているから､効 が良い

(4〕小形車邑量であるこ

このような構造にすると以上の如き利点があるが､一

般に大形になり勝ちである｡.しかし巧見な設計により小

形軽量に製作されているし1

〔5〕仕 様

型 式..…‥.….ASD-BBH

ロ‥･- プ ブ ル……1,700kg, 1,400kg

ロープスピード…‥･45m/min, 54m/min

ド ラ ム 寸法..….D425×W350×F700mm

ロ ー プ……….14mmく占×400mエ

電 源‥‥‥200V/50亡b, 220V/60･も

動 機 安全増防爆型……20HP,6P

全 備 重 量…………1,000kg

(ま)1.借炭坑切羽用として､完全耐爆型モータも製作している｡

2.複凋も製作している｡このときは型式がADD-B2BHと

†まる｡

スク レ ーパホ イ スト

SeraperⅡoists

50EP スク レ
ー パホ イ スト

金属鉱山用積込機として採用され､劃期的に能 を向

言ニ~l



昭和28年虔に於ける 日 立技術の成果

上したスクレーパスラヅシヤ用ホイストとして､20HP

及び30HP,複胴及び3胴ホイストを多数納入したが､

その使用の熟練と共により高い成績を得るため､ロ←ブ

スピ←ドを速くした｡50HP複胴スクレ←㌧パホイストを

作し納入した｡その構造は従来のものと同型式であ

り､その主なる仕様は次の如くである｡

型 式………‥,DDs-B2BH

ロー･- 7 プル……2,1501唱, 1,800kg

ロー∵ブスビ←ド･…･･85m/min, 102m/min

ロ ー

ブ寸法‥.…….16mmx150mエ

ド ラ ム 寸法‥....D560×W160×F840mm

′霞

動 機‥‥....‥50HP,6P

源‥‥‥200V/50qフ, 220V/60`も

空 気 輸 送 機
Pneumatic Conveyors

粉粒体の輸 に最も合理的な輸送方法である空気輸送

機の真価は逐次各方面に認められ､その需要が急速に増

加してきた｡特に 源開発のため各所にダムが建設さ

れ､それに要する莫大なセメソ1､の輸送用として能率的

で而も経済的な空気輸送機が大いに利用せられるに至つ

た｡

日立製作所では従 より各種型式の空気輸 機を製作

してきたが､昭和28年度はフラクソ←式輸送機を大小併

せて11台製作納入し､特にダム建設用セメントの長距離

輸送笹於ては本邦最高記録であるフラクソ一式空気輸送

機を数種項製作した｡又撒積製革の荷揚に於ても輸送量

に於て東邦の記録晶ともいえる高能率な吸引式空気輸送

機を製作し､共に優秀な成績を挙げている｡

以下各製品に就いて記述する｡

フラクソ一式空気輸送機
Flqxo Type Pne11matieConveyors

小坂部川農事ダム建設用として農林省に1機､更に只

見川中流の上田ダム､本名ダム建設用としで前田建設及

び間組に各1機づゝ単胴型フラクソー式セメソI輸送機

を納入した｡共に山間僻地の積雪の多い複雑な地形をパ

イブ1本で長距離輸送をなL空 輸送機の特長を発揮し

ている｡特に小坂部川農事ダム建設用の輸送機ほ輸送距

離250m,高さ40mでかゝる方式でほ本邦の記釦勺長

距離輸送機である｡これほ近くのセメント工場からトラ

ヅク輸 された撒セメントを受継いでミキシングプラン

ト迄送るのに使用されており､袋詰めのセメントを使用

Lない完全な撒セメント輸送とLては本邦最初のもので

ある｡

主な仕様は次の如くである｡

第32図

Fig.32.

255

単胴落下型フラクソ←式空気柏送横

Single-Tank Gravity SuctionFluxo･

Type Pneumatic Conveyor

第33図

Fig.33.

農

双胴落下型プラクソ←式空気

Double-Tank Gravity Suction FluxoT

Type Pneumatic Conveyor

林 省 納

輸 送 容 量…
‥‥15t/br

輸 送 昆巨 離……‥水平250m,高さ40m

輸 送 管 径.‖………..…………‥4〝

圧 縮 機.

前田建設納

輸 送 容

輸 送 距

輸 送 管

圧 縮

間 組 約

輸 送 容

月一

院∵∴二....

‥ 100HP

.20t/hr

...280m

径‥‥
‥･‥4ケ～41/2〝

機.

且

旦･‥･･

100HP

..20t/hr
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ガ汐ざサイロX2基

日 立 評 論

第34図

Fig.34.

第36巻 第1号

の プ ラ ク ソ ー

(カ ス タ
ー

ラ
ー

(夢 スクリューコンぺヤ

④ ロータリバルブ

(勾 引出式 ダンパ

(重 圧 舘 機

(カ アフタークーラー

斥〉 空

ニヌし

二穴し 槽

方 切 替 弁

･;､､

■

セ メ ン ト 輸 送 設 備 系 統 図 (小河 内

Schematic Diagram o土Cement Transmission System for Ogochi

輸 送 距 離…･… ‥･90m

輸 送 管 径川
.4ケ

圧 縮 機…………………･100HP

小河内ダム建設用として東京都水道局に納入した双胴

型フラクリ一式セメント輸送機は､輸送設備及び長距離

輸送に於てこれ叉木邦の記録的輸送機である｡即ち撒セ

メントほ我国で初めての試みである日立製作所製のセメ

ント専用草でダム工事現場近くの駅迄運ばれ､そこでセ

メントビンに排出された後､本輸送機により貯蔵サイロ

迄或は直接ミキシングプラント迄輸送される｡このフラ

クソ一式輸送機は2つのタンクから成り､セメントの受

入及び圧絡輸送を交互連続的に而も全自動方式により輸

送する構造となっており､セメントほフラクソ一部より

貯蔵サイロ4基の中二方切替弁の操作により任意のサイ

ロに輸送する事が出来る｡サイロ下部には前記ビンと同

様にプラクソーが設置され､このサイロの1基或は2

より随時トンネル内を通過してミキシングプラント迄輸

送される｡第3咽ほその系統図を示す｡倍以上の運転ほ

【]動的に作動する監視盤のランプの点滅によりいながら

にして凡ての輸送状態を知る事が出来る｡

主な仕様ほ次の如くである｡

輸 送 容 量‥･
･40t/hr

輸 送 距 離….㈹ 水平100m 高さ40m

(但しミキシングプラント迄直送の場合は350m)

何 水平250m 高さ30m

輸 送 管 径･･‥･
‥‥6〝

圧 縮 機‥印画の系統にそれぞれ200HP

近時撒セメントの海上輸送が盛んとなりセメントタン

ダ ム 工事用)

Dam Construction

第35図

Fig.35.

単胴吸引型フラクソ←式空気輸送機

Singie Tank-Vacuum Suction-Fluxo

Type Pneumatic Conveyor

カ←船が各セメント会召二で造られているが､その一つの

日本セメント所有タンカー喜多方丸に100t/hrのフラ

クソ一式空気輸送機2台を納入した､1これは23年度同社

の豊城九に設置したものと同型であるが､その後の経験

を織り込み掛こ主要機器ほ舶用としての水密､塵攻防止

の点に注意が払われている｡又同船へのセメント積込田

として同じ型式のものを1台同社佐伯工域に納入した｡

主な仕

輸

輸

は次の如くである

容 量.

距 離.

輸 送 管 径･

圧 縮 機.

以上ほ何れもセメント輸

‥100t/br

.‥220m

……‥8γ

‥ 300HP

鞘であるがフラクソ一式輸

機は化学工場に於ても亦大いに利用せられている｡

(､.l



昭和28年虔に於

即ち石灰窒素及び熔成燐肥の輸送川として信越化学に

3台納入した吸引圧送理ウラクソ一式輸送機は5,000t

サイロの周囲の取出口に容易に吸引管を接 出｣･ミるよう

に可械式になっているr-･簡熔成燐肥のフラクソナ式輸送

方法ほ我

主な仕

でほ初めての試みである

は次の如くである｡

輸 送 物…
.行状窒素

輸 送 容 量‥. .‥ 20t/■■hr

輸 送 距 離…
‥水平115m

高さ23m

吸 引 管 径..
‥‥.5ケ

輸 送 管 径.
‥‥.4ケ

圧 縮 機(窒素ガス〕‥,.
‥...100HP

真空ポ ンプ‥.
‥..50HP

輸 送 物……..熔成燐肥

輸 送 容 量… .‥ 20t/br

距 離……‥水平 50m 高さ22m

吸 引 管 径...
...5γ

輸 送 管 径‥‥
‥‥‥‥.4ケ

圧 縮 機(平気〕‥‥
.‥‥100HP

真空ポ ンプ.‥
….50HP

吸引式穀類輸送機
SuctionTypeCerealPneumaticConveyors

港

頓翰

湾 役の機線化に伴い名港海運に納入した吸引式穀

機は迅速且つ経済的なる輸

揚械槻である∴本機は名

方法として記録的荷

の岸壁に据付けられ､埠

頭に横付けられた10,000t級本船から三階倉庫の屋上

迄穀類を100t/hrの割合で吸引荷揚げする空気輸送機

である｡排風機により吸込輸 管巾に気流を作り､2本

の輸送管先端にある日立製作所独特のベルマウス塑吸込

ノヅズルで吸揚げられた穀顆は､サイクロン式分離糟に

け る 日 立技術の 成果 257

第36図

Fig.36.

穀類用吸引式空気輸送機外観図

GeneralView of SuctionTypePneu-

matic Conveyor for Cereals

より気流から分離して下方に取L[指れ秤量機により自動

的に計量された後､バケットエレベータで倉庫屋上迄

ばれる｡塵挨分離には小型サイクロこ/2基を併置し高い

分離効 を挙げている∴叉吸込輸送管ほ走行装置の起重

機式の腕の僻仰旋回により吸揚L易い位置に調節H来､

サイクロン分離糟､二次サイクロン､秤量機､バケット

エレベトタは走行装置上に せられ､太船のハッチ及び

倉庫の受入時の都合に応じて移動可能になっている⊂､

尚吸引時ノッズルの位置の調整操作には走行装置上の

運転室或ほ吸込口の何れに於てでも電気押釦操作により
●

∴

ている.っ

号

簡単に両も安全に行う事がF一性来

㌍､安全設備を備え

だ便利になつ

転の円滑安全を計っている..

本設備の輸送系統は第37図に示す通りでその主な仕

ほ次の如くである｢.

容

物‥.
日

巨日_･･･‥

､大麦､大豆､壬萄黍等

‥..100t/hr

戸口ロロD

∃q
矧

Å
7

十¢ノ′′′､

′//ごタメ

画王至廟~還冒j音
和:ごし/【＼l/11V｣1Vlヽ⊥ノl__

(窃

†m和昭

干げ面~

∴
左∃ ∈∃

ノ■

J

∫♂
一- β 熟｡

吸肘ブル ㊥輸道管 ④一如イクロンルタタ ④ニスサイタロンコレクタ ㊤ロータリーノごルブ
粁-:迂穐 ㊥バケットエレ/ミーク ㊥可駅ベルトコン′ミヤ ㊥ク夏雲(管 ㊥移動式起鞘

第37図 穀 類 用 吸 引 式 空 気 蟻 二世 う設 備 系 筏 図

Fig･37･ Schematicl)rawingofGeneralArrangemento土SuctionType

CerealPneumatic Conveyor
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輸 送 距 離………･水平45m 高さ17m

排 風 機‥‥･
‥‥･3段ターボブロワ

排風機用電動機… ‥300HP

この他鋳物工場の砂を回収

ルブ方式による空気輸送機を

で使用している｡

主な仕様ほ次の如くである｡

動機

擬するためロ←∵ダリ㍉一メ

作L月立製作所亀有工場

量.‥
･･3りhr

遠 距 離‥….‥7k平102m 高さ17m

圧 縮 機.‥ 150‡1P

｢〃矧旬動力を併用〕

ホ イ ス ト

ⅠIoists

ホイストは永年の改良に引続き､機種に就いても再検

討を加え､使用目的に最適のものを製作して､各工業に役

立てる事が出 た_二.その主なるものほ次の通りであるr=

製氷用2501【gホイスト

250kgホイストは､製氷工業片はして盛んに用いられ

ているっこれには一般用のものもそのまま利用出来る

が､さらにこの種作 を分析研究した結邦､睦端な摂りⅠ

が行われ､この用法が避けられないことが判明した∴木

機はこの種用 にも安全に用いられる製氷肇甘の訊甘~ご

あって､次の如き特長を持っている〕

(1〕極端な供引可能の構成

トロリと木体とほ､蝶番式に結合され､ワイヤロ→-プ

の固定法､特殊フレ←ムの形状と相供って､30つに及ぷ

横引きにも不都合を起さない｡

第38図 製氷用 250kgホ イ チト

〔型式1/4IKH-IPT)

Fig.38.250kgHoist forIce Making

論 第36巻 第1号

Jビーム

第39図

Fig.39.

製氷用250kgホイ ストの断面

SectionalDiagramof250kgHoistfor

Ice Making Plant

(2〕誤って多重巻にしても安全

ドラムとフレ【ム閏の空所を極度に大きくし､~万一乱

れ巻きにした場合でも､ワイヤロ←プに損傷を起さない｡

(3〕磨耗匿耐えるワイヤローブ

揚耀ほさほど高い必要がないので4･7mに止め､ワイ

ヤロープほ 6mm径のものとして､摩耗交換の時期を

いちぢるLく延長した｡

尚:本機ほ､製氷類似の にも多く利用されてい

ジブタレン旋回用定置型ホイスト

ホイストを装荷したジブクレソを川いて､二｣二場の合理

化を計る零ほ最近の大きな一傾向である 木楓ま従来手

動によったジブクレンの旋回を電動化して､さらに合理

脚こ用いられるエうに新たに作成したたホイストであ

る.､ドラムには2本のワイヤロ→一プが巻かれ､このロー

プが交互i･こ出入りするようになっている〈 このロ∴-プの

両端でジブクレンを旋回させる｡第40図に示す例は

6,000kg防熱聖庫イストを取付けたジブクレソ用でワイ

第40図 ジブク レ ン旋回 用 ホ イ スト

(型式1/2THgds)

Fig.40.Hoist forJib Crane Slewing

258一一
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昭和28年慶に於ける 日立技術の成果

ヤロープの張力(片側につき〕500kg,巻込み長さ5m

のものである｡

本機の主目的は上述の通りであるが､工 の-一部を変

更すれば､特に天井の低い場所の荷役等にも広いm

あり､各所に利用されている｡

が

259

大型特別高揚程型ホイスト及び重連道義方式

rトJ､型の特別高揚程型ホイストは先に発表したが､さ

らに5,0001【g型楊種20mのものを製作納入Lた｡単

機では発 所の設備保守用､大型クレンの上方に取付け

て定期点検用等の用途が多く､叉特別に い長物を取扱

第41図

Fig.41.

リブクレン旋卸用木イスト

ジブク
レン旋二回巷二置を示す略図

Explatory Sketch forJib Cranein

Slewing Operation

第42図 5,000kg特別高揚程型ホイスト

(二型式もTH-TMT)
Fig･42･5,000kg SpecialHighLift Hojst
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Fig.43. Wiring Diagram for ParallelDrive
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うために､1台のクレンに本棟2台を並置して､ケージ

内から重連運転可能にして､重工業用に役立てた例もあ

る｡この機種の完成により､ホイストは∴一方では極小型

が益々中小軽工業の合理化を促進する反面､他方でほク

レンの代行として重工業の要機として役立つ専になり､

共に工業界に貢献する路が広くなった｡･

微速電動ト ロリ

走行速度15/12.5m/min60/50∈り というごく低速度

の 動けロリを完成し準標準機種に加えた｡本機は先に

完成した微速型ホイストに組合わせて使用する†ロリ

で､特に速度が遅い事を必要とする場合に利用される･〕

主なる用途は発 所等の主機開放円である｡

エ レベ ー タ

Elevators

昭和28年度に於ける目立エレべ←タは､昭和27年度に

比較して量的にも亦質的にも大きな飛躍をとげたのであ

る｡最近の傾向として､新建築のビルに拾てほ高級エレ

ベータを計画する向きが多くなってきたが､占い建築に

放ても､既設エレベータの設備の大部分或は-一一部分を改

造して新品にとりかえ､性能の向上を計画することも少

なからず行われるようになった｡.これは高級エレべ←タ

を設備する事が､その建物の価値を高める上に於て是非

必要であるという事がよく認識されてきたためである-】

この傾向としてほ先づ､輸送寵

般に昇降

を高めるために､

寛が高められてきた事である 父高速エレべ

←タに限らず､病浣の患者用とか､貨物川のように低速

度のエレベータに対しても､殆ど例外なく電動扉開閉装

置をつけるようになった｡.又制御方式は､運転者の負担

を軽減するか､或は一一歩進めて 転老なしで乗客臼身で

運転できるような高度の自動化が要望された結果

進歩を示した｡以下に昭和28年度に肘ナる代表的

展望して見よう｡ノ

直流ギャレスエレベータ

しい

り.口ま
自白うど

高めるためには､8階捏産出上の建物に於

ては､120～150mノ/minの 高 まLいのであるが､

この速度を出すためには､低速の直流電動機に牽引

を直結して乗篭を駆動する所謂ギャレスエレベーダが適

している｡その例とLては先づ､析丸ビル納､C号機4

台並列のものがあげられる.｡定員ほ10八乗であって､昇

降 度は我国エレベータ中の最高 度である150町･/min

を出す｡かような高速度であるにか-ゝわらず､走行｢11は

些も騒音や振動を発しないように､機構的な各部の構造

並びに据付に十分な工夫と注意が払われている｡文意匠

に就いても十分建築 の調和を考 した｡第44図は1階

エレベータホールの全景である｡H入口1ニ三方件の左石の

第36 第1号

第44図

Fig.44.

新丸 ビ ル C 号 磯一階 出 入 口

Entrance Hal1at First FloorofNew

MaranouchiBuilding

第45図

Fig.45.

新丸 ビ ル C 号機の機械室

Machine Room of ModelCElevators

of New MarunouchiBuilding

柱は外側へ緩やかに拡かる流線形をなして柔いノ 覚を与

えている｡又ドアにはホワイトブロンズ揮を縦に入れ､

これに趣く細いヘヤラインを入れて落着いた光沢を持た

せ､周囲の大理石の感覚に艮いコン1､ラストを与えてい

る｡これ等多くの優れた点を旦備Lているが更に特 す

ベきほ｢日立オ←ダリ←シグナルコントロール｣と称す

る優れた制御方式を採用していることである｡′これはェ

レべrタの管理者が､そのな適状脚こ適する運転方式を

一億選定さえすれば､以後はすべて仁億折号装置によつ

--こ4一台のエレベータが統制ある運虹を行い､乗客へのサ

←ビスをよくし､運虹者の労力を省いて運転が合理化さ

れるものである.二 この方式はかゝる高速のエレベ←タ鮮

に対してほ最も進歩した制御ニ方式といえよう二

次に日本興業銀行納め､11八乗120m/min3台並列

ェレべ←タがあるこ この制御方式はレコードコントロー

ル方式を採用している(_ 乗篭内の に階床に相当

したレコード釦を設けてあるが､運転者は予め乗客の要

求に応じて停止階に相当する釦を神Lてから､スタ←】､

釦によって乗篭をスター1､させれば､押されたレコ←ド
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第461週 日 本 興 業 銀 行 納

ギャ レ ス エ レ ベ ー タ 桐 運転盤

Fjg.46.OperatingBoardofGear]essEIevator

Of Nippon K6gy6Bank

第47図 日本興 銀行納 直流可変電圧ギャレス

レコードコニソト ロ←-/レェレべ←･タ

Fig･47･NipponK6gy6Bank〔D.C.V.V.Gearless

Record ControIElevator)

釦の階床順解こ従って朗鋸･勺に減速停止するから､

者の熟練を要しないで確実に柁作ができる一策1`図は柁

作盤第47図は出入口を示す

次に日産ビルディング納ギャレスエレベータ6台､11

八乗､速度ほ135m/minがある｡)本エレベータほ去る

l曜挿口11年､新に建設された本ビルに当時としては珍らし

い6台並列のシグナルコン1､ロ←ルエレベータを納入

し､好 を博したものであるが､ 時中に2台ほ撤去さ

れ､4台のみ今日迄極めて繁忙に使柑されてきたのであ

るが､今回2台を新様式を以て設置し､4台に対しては､

制御方式､扉開閉 置､粟篭の意匠並びに照明､インチ

ケ一夕関係に徹底した改造を加え､6台共面目を一新し

て再出発したものであるし)-一階のホワイトブロンズエッ

チング模様の屈も磨きをかけられ､昔日の面影をとり房

第48図

Fig.48.

日 産 ビ ル ヂ ソ グ 納

ギャレスエレベーター階出入口扉

Entrance Door of First Floor of

Nissan Building

第49図 新版神ビル納 直流可変電圧ギヤ←ド カ←

スイ ッチコントロール エレベータトラク

シ′ヨ ニ/マシ′ソ

Fig.49.Traction Machine o土 New Hanshin

Buildjng(D.C.V.Ⅴ.Geared Car

Switch ControIElevator〕

した=.第48図はこれを示す｢このエレベータに採用して

いるシグナルコントロールとは､乗篭内の運転盤上の目

的階釦を運転者が予め押す事と､各階にある呼釦を待合

わせ中の乗客が押す

れ､

によって停止階は自動的に記顕さ

転老ほたゞ起動操作を行うのみで､乗篭はこれら

の目的階に順次停止する方式であって､高速のユレべト

には便利な方法である｡･ノ

直流ギヤードエレベタ≡

新旗刊lビル柄18人乗105m/min3台並列のものであ

る､こ.制御力

が､乗篭 内

ほカースイッチ 密自動着床方式である

小型で体裁のよい 聖埴･採用

した｡.1蔚のスタ←トレバーを堪く損作することによつ

てスケ←ジェル運転が可能であり､別iこ昇､降の釦を設

け任ノ掛こ走行方向の変換ができる｡第49図はその†ラク

ションマシンである.

261--
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第50図 富士フイルム納.直流可変 圧ギヤード

コレクチブコソトロ←/レ エレベータ出入口

Fig.50.D.C.Ⅴ.V.Geared Collective ControI

Elevator of FujiFilm Co.

第51因 直流可変電圧ギヤ←ドコレクチブコ■ント

ロールエレベータ運転盤

Fjg.51.Operating Board ofD･C･Ⅴ･V･Geared

Collective ControIElevator

第52図 直流可変電圧ギヤードコレクチブコ■ント

ローJレエレべ-一夕制御盤

Fig.52.ControIPane】of D･C･V･Ⅴ･Geared

Collective ControIE】evator

香港上海銀行大阪支店11八乗105m/min2台があ

る､つ停止箇所ほ3階並びに4階のものであるが､幾多の

新機軸を出しているっ-一階の三方梓ほステンレス製総

評 論 第36巻 第1号

きヘヤライン仕上で､又1階の靡はステンレスの蘇縁に

花模 を彫刻したブロンズ板をはめ込んだもので､何れ

も並々ならぬ首L､が払われ､建 に使用されたブロンズ

金具類とよく調和して荘重な芙しさを示している｡又制

御方式或はシグナルコレクチブ方式を採用した∴運虹者

つきシグナル制御の場合と､自動乗合式コレクチブ方式

とを切換スイッチによって使いわけることができるよう

になっているが､後者の場合には最上階並びに最下階に

基準階を設けてあるので､使用済の粟篭は､任意の基準

階に復帰して次の乗客呼を待機するようになっている｡

富士フイルム会社大阪支社のものは､並列2台､9人

乗90m/minであるが､全自動式のコレクチブ方式を掟

川したもので､原則と-して 転老なしで粟捌こよって

仮されるが､あまり混雑しない事務所等に於て8･ま､人件

費を省く事ができて好適といえよう｡即ち乗客が乗篭刊

の行先釦を予め押すことと､階床で待合わせ中の乗客が･

呼びの釦を押すことによって､押された階の順序に従つ

て､自動的に尿の開閉､起臥停止を操返すもので､所

乗合式エレベータといい､極めて便利なものであるc

簡素エレべ←タの各階出入口三方枠は､鉄板製の普通の､

作を省き､大理石を以て構成したもめで､工費を節減L･

た上､体裁もよい節L･い方式を採用した｡第5咽乃至第

52囲ほその制御盤及び出入口を示す｡

交流エレベータ

交流エレべ←タは制御装置が比較的簡単であり､又設

備費が安い上に､最近ほ速度75m/min位迄は乗心地よ

いものができるようになったので､-一一般的のエレベータ

として需要が最も多い｡

=析阪神ビル17人乗45m/血inl台､これは制御方式

にシグナルコレクチブを採用し､必要に応じて運転者つ･

き､或は 転老なしに切りかえて使用することができる

ようになっている｡

厚生年金病院､客用5人乗45叫min2スピードコレ

クチブコンノトートール1台､患者fl~]､荷重1,500kg,20m

/min2スピrドコレクチブコントトtl←ル1台､貨物用､

荷吏750kg30m/min2スピ←ド釦コントロrル1台

合計3台を椚入した｡何れも病院用として種々工夫をこ

らし完 を期した 品である｡制御方式は全部自動方式

であって､病院柑として適当するよう細心の注意が払つ

てある｡乗篭の内面ほ華隅ほ勿論､幅木と床面との接す

る所にも円弧を構成せしめて じを出すと共に､篭

内の清掃が完全に､容易に行われるようになっている0

斯い､試みとしては天井の螢光灯照明の遭薇板は､乳白

色のアクリル板を使用した○又貨物用には､天井に殺菌

灯をつけて衛生面にも注意した｡第5咽乃至第55図はそ

の出入口及び制御盤を示す｡
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第53図 厚生年金病院納 交流二速度コレクナブコ

ントロ←/レエレべ←タ出入口

Fig･53.Entrance of A.C.2Speed Collectivc

ControIElevator

第54図 厚生年金病院納 交流二速度コ
●

コニソトロールエレべ←タ選一伝盤

Fig-54.Operating Board of A.C.2

Collective ControIElevator

レクチブ

Speed

第55図 厚生年金病院納 交流二速度コ

コソトロ■←-/レニエレベータ機械室

レクチブ

Fig･55･Machine Room ofA･C.2Speed

Collective ControIElevator

第56区l日本楽器会社納 交流二速度エレベトータ

用運転盤

Fig･56･Operating Board of A.C.2Speed

Elevator of Nippon GakkiCo.

第57図 日本楽器会社納 交流二速度カースイッ

チコントロールエレベータ出入口

Fig･57･EntranceofA.C.2SpeedCarSwitch

ControIElevatorofNipponGakkiCo.

日本兵珠会館9人乗45m/minl台､これは会館用エ

レベータに最も過するようにデュアルコントロ㍉-ルを採

用した-.これほ混雑時には運転者によるカ←スイッチコ

ントロ←ルとして使用し､閑散時にほ自動押釦コントロ

←ルとして使r口するもので､このような目的には好

ある｡

で

日木楽器会社東京支社8人乗60m/min2台並列のも

のがある｡制御方式ほ単なるカースイッチコントロール

であるが､カ←スイッチほ最新型のものを採用した｡こ

れは昇､降2箇のレバー で､従来の把手式に比較Lて､

非常に小型で体裁もよく様附こ便利である､､

上述したように~交流エレベ←タとしてほ､運転方式並

びに 転盤の改艮 ∴‥Hを力に

ダ､より扱い易いエレベータ

より乗り易いエレべ←

を作ることに努力し､そ

の効果著しきものがあった｡

その他風変りなェレべ←タとしてほ自動車庫用のもの

がある｡新丸ビル柄D号機と称するものがそれである｡

道路より粟川中を導き入れ､地階のガレーヂに格納する

ためのもので､積載荷覇ほ3,500kg, 度は15m/min

2スピード､ボタンコントロール精密首動着床式である｡

乗篭例並びに階床例の上下扉は何れも､特殊な電動装置
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第58図 新丸ビルD号磯自動車用エレべ-･タ

Fig.58.Entrance o士D Elevator for Outmobile

O士New MarunouchiBuilding

によって静かに開閉し､ 転が非常に容易で極めて好評

である｡自動車が道路上に溢れている東京都の現状では

今後もこの種エレベータがあらわれることと思う.｡

高速度エレベータの新着床装置

さきに述べたように､近時我国に於けるエレべ←タの

速度は益々速くなり､150m/min のものが

ノ
＼
､

なくし

なった｡速度が速くなると着床性能を改善して着床誤差

を少くしなければならぬのは当然であるが､従来の技術

では±12.5mmが限度と考えられていたが､理想をい

えば±5mm程度以下にすることが望まい､し そのたが〕

にほ荷頁の変化による着床は殆ど零でなくてはならぬ｡

日立エレベータに放てはかわてから着床時の につ

第36巻 第1号

第59図 B.C.D.発 電 機

Fig.59.B.C.D.Dynamo

き研究の結果､エレベータ駆動電動機~及び電動発電機の

刷子重圧降下が着床性能に寛大な影響があることを認め

た｡この 庄降下を補償するためには､特殊な発

(B.C.D.Dynamo〕を試作して実験の終果着床差は飛躍

的に改善され±1.25mm程度になった._- よってこれを

新丸ビルエレベータに実施して十分目的とする性能を発

することがわかった

許ほ単に着床差

ノ
､
＼無を L.たほか†)でなく､着J末時

聞が殆ど不要であり､高速エレベータの着床性能控

的に改善できるものである｡.

エレベータ用直ミ充電動機

本誌P56に詳述してある故御参照願い度い｡

躍




